
  

 

様式第２号の４－②【⑷財務・経営情報の公表（専門学校）】 
 
※専門学校は、この様式を用いること。大学・短期大学・高等専門学校は、様式第２号の４

－①を用いること。 
学校名 長野救命医療専門学校 

設置者名 学校法人成田会 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/taishaku.pdf 

収支計算書又は損益計算書 https://nagano-

kyumeiiryou.ac.jp/pdf/kessansho.pdf 

財産目録 https://nagano-

kyumeiiryou.ac.jp/pdf/zaisanmokuroku.pdf 

事業報告書 https://nagano-

kyumeiiryou.ac.jp/pdf/jigyouhoukoku_2025.pdf 

監事による監査報告（書） https://nagano-

kyumeiiryou.ac.jp/pdf/kansahoukoku.pdf 
 

２．教育活動に係る情報 

①学科等の情報 

ａ．救急救命士学科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 
医療職業実践

専門課程 
救急救命士 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

昼  

119単位 

90   

単位  

29   

単位   

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

120人 62人 0人 3人 14人 17人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業方法及び内容、年間の授業計画については、授業計画書（シラバス）に記載のと

おりである。なお、授業計画書の記載内容は以下のとおりとする。 

 

１授業のねらい・目標（何を学ぶか）、２授業の進め方と方法、３授業の計画、４授

業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）、５教科書、６参考書、７成績評価の方

法と基準、８実務経験のある教員による授業科目、９学生が準備すべき機器他、10履

修上の注意事項 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

試験の成績により、Ｓ（90点以上）、Ａ（80点以上）、Ｂ（70点以上）、Ｃ（60点

以上）、Ｄ（60 点未満）でＣ以上が合格 

https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/taishaku.pdf
https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/kessansho.pdf
https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/kessansho.pdf
https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/zaisanmokuroku.pdf
https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/zaisanmokuroku.pdf
https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/jigyouhoukoku_2025.pdf
https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/jigyouhoukoku_2025.pdf
https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/kansahoukoku.pdf
https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/kansahoukoku.pdf


  

 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

進級及び卒業の認定は、試験の成績、臨床実習の評価、出欠席状況等について評定の

うえ、教員会の議を経て、校長が行う。校長は、所定の課程を修了した者に卒業証書

を授与する。 

学修支援等 

（概要） 

保護者との電話等での連絡を密にするとともに、必要に応じ面談を行っている。一人

暮らしの場合、担任による家庭訪問を行っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 29人 

（100％） 

0人 

（0％） 

25人 

（86.2％） 

4人 

（1.4％） 

（主な就職、業界等） 

消防官・病院（救命救急センター）・介護施設ほか 

（就職指導内容） 

 国家試験・公務員試験対策講座による筆記試験対策、及び面接試験、体力試験対策。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 国家試験合格率 96.6％。就職者 25名のうち 21名は救急救命士資格による採用。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  75人 4人  5.3％ 

（中途退学の主な理由） 

 学生生活不適合 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 長期欠席者に対しては保護者との連絡を密にし、必要に応じて面談を行っている。

また、成績不振者に対しては長期休業や放課後等を利用し、補習授業を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 



  

 

ｂ．柔道整復師学科 
 

分野 課程名 学科名 専門士 高度専門士 

医療 
医療職業実践

専門課程 
柔道整復師 ○  

修業 

年限 
昼夜 

全課程の修了に必要な総

単位数 

開設している授業の種類 

講義 演習 実習 実験 実技 

３年 

昼  

100単位 

79   

単位  

6   

単位  

15   

単位 

 

学生総定員数 学生実員 うち留学生数 専任教員数 兼任教員数 総教員数 

90人 42人 0人 6人 12人 18人 

 

カリキュラム（授業方法及び内容、年間の授業計画） 

（概要） 

授業方法及び内容、年間の授業計画については、授業計画書（シラバス）に記載のと

おりである。なお、授業計画書の記載内容は以下のとおりとする。 

 

１授業のねらい・目標（何を学ぶか）、２授業の進め方と方法、３授業の計画、４授

業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）、５教科書、６参考書、７成績評価の方

法と基準、８実務経験のある教員による授業科目、９学生が準備すべき機器他、10履

修上の注意事項 

成績評価の基準・方法 

（概要） 

試験の成績により、Ｓ（90点以上）、Ａ（80点以上）、Ｂ（70点以上）、Ｃ（60点

以上）、Ｄ（60 点未満）でＣ以上が合格 

卒業・進級の認定基準 

（概要） 

進級及び卒業の認定は、試験の成績、臨床実習の評価、出欠席状況等について評定の

うえ、教員会の議を経て、校長が行う。校長は、所定の課程を修了した者に卒業証書

を授与する。 

学修支援等 

（概要） 

保護者との電話等での連絡を密にするとともに、必要に応じ面談を行っている。一人

暮らしの場合、担任による家庭訪問を行っている。 

 

卒業者数、進学者数、就職者数（直近の年度の状況を記載） 

  

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

 19人 

（100％） 

0人 

（0％） 

15人 

（78.9％） 

4人 

（21.1％） 

（主な就職、業界等） 

接骨院ほか 



  

 

（就職指導内容） 

 国家試験対策講座による筆記試験、実技試験対策。個別に就職面談を実施。 

（主な学修成果（資格・検定等）） 

 国家試験合格率（認定実技審査）100％。国家試験合格率（筆記試験）78.9％。 

（備考）（任意記載事項） 

 

 

中途退学の現状 

年度当初在学者数 年度の途中における退学者の数 中退率 

  46人 0人  0％ 

（中途退学の主な理由） 

 

（中退防止・中退者支援のための取組） 

 長期欠席者に対しては保護者との連絡を密にし、必要に応じて面談を行っている。

また、成績不振者に対しては長期休業や放課後等を利用し、補習授業を行っている。 

 

 

 



  

 

 

②学校単位の情報 

ａ）「学生納付金」等 

学科名 入学金 
授業料 

（年間） 
その他 備考（任意記載事項） 

救急救命

士学科 
200,000円 900,000円 400,000円 

施設設備費 200,000円 

実験実習費 200,000円 

柔道整復

師学科 
200,000円 950,000円 400,000円 

施設設備費 200,000円 

実験実習費 200,000円 

修学支援（任意記載事項） 

 

 

 

ｂ）学校評価 
自己点検評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

【ホームページ】 

https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/jikotenken.pdf 

情報公開「（９）学校評価」 

第三者評価の基本方針（実施方法・体制） 

【実施方法】 

自己評価とともに学校関係者評価をとおして、本校の学校運営並びに教育活動の向上

を図る。 

評価委員会は、次の各号に掲げる事項について協議する。 

①学校経営 ②教育理念と学校運営 ③教育活動と学生支援 ④教育環境 ⑤学校評

価と情報発信 ⑥その他必要と認める事項 

評価委員会の委員名並びに評価結果について、学校要覧並びに本校ホームページにて

公表する。 

 

【主な評価項目】 

「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、以下の項目について評価を実

施する。 

教育理念・目標、学校運営、教育活動、学修成果、学生支援、教育環境、学生募集、

財務、法令等の順守、社会貢献・地域貢献 

 

【評価委員会の構成】 

学校関係者評価委員会は委員１２名以内で組織する。 

２ 委員は、次の各号に掲げる者のうちから学校長が委嘱する。 

(1)地域消防署役職員、(2)地域柔道整復師会役員、(3)地域医師会役職員、(4)地域中

学校長、(5)地域高等学校長、(6)大学教員、(7)教育関係有識者、(8)福祉関係有識者、

(9)地域自治会長（代表）、(10)保護者代表、(11)学生代表、(12)その他、学校長が必

要と認めた者 

 

【評価結果の活用方法】 

各学期末（9月・3月）に行う学生・教職員の自己点検評価をもとに、評価委員より意

見を伺う。また学校関係者評価（2月実施）を通して教育内容の改善点を挙げ、次年度

https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/jikotenken.pdf


  

 

の教育活動の向上に繋げている。 

第三者評価委員会の委員 

所属 任期 種別 

東御消防署 令和 7 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(2年) 

地域消防署役職員 

長野県柔道整復師会 令和 7 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(2年) 

地域柔道整復師会役

員 

小県医師会 令和 7 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(2年) 

地域医師会役職員 

東御市立東部中学校 令和 7 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(2年) 

地域中学校長 

東御清翔高等学校 令和 7 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(2年) 

地域高等学校長 

上田女子短期大学 令和 7 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(2年) 

大学教員 

元上田第四中学校 令和 7 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(2年) 

教育関係有識者 

東御市社会福祉協議会 令和 7 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(2年) 

福祉関係有識者 

東御市田中区 令和 7 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(2年) 

地域自治会代表 

保護者会 令和 7 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(2年) 

保護者代表 

長野救命医療専門学校 令和 8 年 4 月 1 日～令

和 9年 3月 31日(1年) 

学生代表 

第三者評価結果の公表方法 

（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

【ホームページ】 

https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/kankeishahyouka.pdf 

情報公開「（９）学校評価」 

（備考） 

第三者評価未実施 

 

ｃ）当該学校に係る情報 
（ホームページアドレス又は刊行物等の名称及び入手方法） 

【ホームページ】https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp 

【学校案内】ホームページ請求フォーム、電話、メール等で請求（無料） 

 

https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/pdf/kankeishahyouka.pdf
https://nagano-kyumeiiryou.ac.jp/

